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飛騨市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果 

 

 

１ 点検及び評価を行った期日     令和３年８月２４日（火） 

 

２ 点検及び評価の会議を行った場所  飛騨市図書館２階 情報発信室 

 

３ 点検及び評価を行った会議     令和３年第７回教育委員会 

 

４ 点検評価委員（７名）       社会教育委員の会委員長、河合小学校学校運営協議会委員、神岡小中学校学校運営協議会委員 

                   飛騨市ＰＴＡ連合会会長、同母親代表、飛騨市文化協会長、飛騨市スポーツ協会長 

 

５ 点検及び評価を行った会議に出席した者 

           （飛騨市教育委員会） 

                   教育長 沖畑 康子、 委員 向川原 眞郷、 委員 平澤 千人、 委員 牛丸 洋子 

 

           （説明のため出席した飛騨市教育委員会事務局職員） 

                   事務局長兼教育総務課長 野村 賢一、 学校教育課長 中村 裕幸、 生涯学習課長 古田 善尚 

                   スポーツ振興課長 大姶良 透、 文化振興課長 大上 雅人、 教育総務課長補佐 仲島 孝子 

 

６ 点検及び評価の対象事務      飛騨市教育委員会の権限に属する令和２年度の事務 

 

７ 点検及び評価の方法 

   飛騨市教育委員会事務点検評価実施要領（平成２１年飛騨市教育委員会訓令第１号）第３条の規定により、飛騨市教育委員会事務局各課が第１次 

評価した「飛騨市教育委員会事務点検評価資料」により、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条第２項 

の規定に基づく飛騨市教育委員会事務点検評価委員会を開催し、教育に関し学識経験を有する者からの意見聴取を行った後、令和３年８月３０日開 

催の令和３年第７回教育委員会において、令和２年度の飛騨市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価を行った。 
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８ 飛騨市教育委員会が飛騨市教育委員会事務点検評価委員会に意見聴取を行った期日及び場所 

   第１回 期日 令和３年８月 ６日（金） 

       場所 飛騨市図書館 ２階 情報発信室 

   第２回 期日 令和３年８月２４日（火） 

       場所 飛騨市図書館 ２階 情報発信室 

 

９ 飛騨市教育委員会事務点検評価委員会の飛騨市教育委員会に対する意見 

   飛騨市教育委員会の権限の属する令和２年度事務の点検及び評価については、飛騨市教育委員会事務局各課が行った第１次評価から２事業を修正評

価した。 

 

１０ 点検及び評価の結果 

   別紙「令和３年飛騨市教育委員会事務点検評価結果」のとおり 
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令和３年飛騨市教育委員会事務点検評価結果 
 

 

 

 

 

   令和２年度教育委員会の活動状況 点検評価シート 

   令和２年度事務事業の執行状況  点検評価シート 

 

 

 

 

 

 

飛騨市教育委員会 
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点 検 評 価 シ ー ト 目 次 
 

担 当 課 事  務  事  業  名 評 価 事業番号 

教 育 総 務 課 

教育委員会会議の状況、調査活動の状況等 Ａ １ 

小中学校施設整備事業 Ａ ２ 

飛騨市育英基金貸付事業 Ａ ３ 

スクールバス運営事業 Ａ ４ 

学校給食運営事業 Ａ ５ 

学 校 教 育 課 

飛騨市学園構想の推進 Ａ ６ 

スタディーサポーター（学習支援員の配置） Ａ ７ 

英語教員指導員・英語指導講師の配置 Ａ ８ 

ＩＣＴを効果的に活用した授業づくり Ａ ９ 

プログラミング教育の推進 Ａ １０ 

保小中連携教育の推進 Ａ １１ 

生 涯 学 習 課 

社会教育推進事業 Ａ １２ 

飛騨市青少年育成推進事業 Ａ １３ 

公民館管理運営事業 Ａ １４ 

各種講座・学級の開催事業 Ｂ １５ 

スポーツ振興課 

スポーツ推進委員活動事業 Ａ １６ 

スポーツ団体育成事業 Ａ １７ 

スポーツ行事推進事業 Ａ １８ 

ウォーキング推進事業 Ａ １９ 

スポーツ施設整備事業 Ａ ２０ 

文 化 振 興 課 

図書館機能の充実事業 Ａ ２１ 

飛騨市美術館運営事業 Ａ ２２ 

地域歴史資源活用事業 Ａ ２３ 

地域文化振興補助事業 Ｂ ２４ 
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様式第１号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １)  

                                                           飛騨市教育委員会  

項 目 実   績 成  果  ・  課  題 評価 

教育委員会 

会議の状況 

会 議 

【開催回数】 ９回（定例会） 

【審議件数】 議案 38件、承認 12件 

       報告  5件、合計 55件 

 

 学校教育を始めとする教育全般について、事業内容、予

算、教育委員会規則改正等、教育事業に必要な議題につい

て、多様な議論を重ね、審議することにより、教育行政の

質の向上につながった。 

Ａ 

協議会 

【開催回数】 10回、臨時協議会１回 

【主な内容】 

・飛騨市スポーツ施設条例の改正について 

・飛騨市育英基金貸付事業について 

・各種後援名義等の使用許可報告について   ほか 

  

各種教育関連事業の現状や結果の報告を行い、それを踏

まえた協議を重ね、市が目指す教育行政について、より良

い方向付けができた。 

  

事務点 

検評価 

委員会 

【事務点検評価委員会の開催】 

・日時 令和２年８月５日、２４日 ２回開催 

・内容 教育委員会事務局が行った第１次評価に対する

審議と意見聴取 

【事務点検評価の最終評価】 

・令和２年８月２７日開催、第７回教育委員会において

最終評価 

・議会への報告 令和２年８月３０日 

 教育委員会の事務事業の内容について、第三者で構成す

る事務点検評価委員会により審議を行うことで課題につ

いて改めて確認できた。また教職員の職務軽減について部

活動指導員の導入が継続され、教員の働き方改革の一環と

して運用している。また委員の意見により次年度の施策に

つなぐことで、教育行政の質の向上を図ることができた。

評価結果の市議会への報告及び市ホームページ掲載によ

り、教育委員会の活動状況について周知を行っている。 

調査活動の状況等 

・小中学校の入学式への参列なし 

・小中学校の学校訪問一部実施、卒業式参列、運動会、

体育祭の参観なし 

・市町村教育委員会オンライン協議会参加（文科省主催） 

・新任教育委員研修２名参加 

 コロナ禍により、小中学校への入学式をはじめ、訪問や

運動会、体育祭への参観がほとんどできなかったが、文科

省主催のオンライン協議会や新任教育委員研修会等、可能

な範囲で参加することができた。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２)   

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備 

学
校
施
設
の
整
備 

 

小中学校施設整備事業 

 

〇小中学校体育館 

非構造部材耐震化事業 

各小中学校体育館の天

井材や照明設備等の非構

造部材の耐震化を図る。 

 

 

 

 

 

〇神岡小学校大規模改修 

工事 

 昭和６１年建築の神岡

小学校校舎は、老朽化が顕

著であり、外壁にはアスベ

ストが含まれていること

から安全対策を図る必要

がある。令和３年度から令

和４年度に大規模改修を

実施するため協議を重ね

る。 

 

教
育
総
務
課 

 

 

〔決算額〕 

〇小学校体育館非構造部材耐震化事業 

                     76,841千円 

 

・古川西小学校体育館非構造部材 

耐震化（建築）工事   31,311千円 

・古川西小学校体育館非構造部材 

 耐震化（電気）工事    7,251千円 

 

・河合小学校体育館非構造部材 

 耐震化（建築）工事   29,479千円 

・河合小学校体育館非構造部材 

 耐震化（電気）工事    8,800千円 

 

 

 

 

 

 

〇小中学校体育館非構造部材耐震化事業 

計画に基づき令和２年度に予定してい

た古川西小学校、河合小学校の２校の体育

館非構造部材耐震化工事について、国の補

助（学校施設環境改善交付金）を活用し実

施した。 

令和２年度事業をもって、飛騨市内小中

学校体育館非構造部材の耐震化は完了し

た。 

 

 

〇神岡小学校大規模改修工事 

令和３年度から４年度にかけて、外壁工

事を核とした大規模改修工事を実施し安

全対策及び老朽化対策、教育環境改善を図

る。 

【令和３年度実施予定工事内容】 

外壁改修工事 

放送機器改修工事 

屋根改修工事 

【令和４年度実施予定工事内容】 

 外壁改修工事 

その他令和３年度中に再協議 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ３)   

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

将
来
を
担
う
人
材
育
成
（
飛
騨
市
育
英
基
金
貸
付
事
業
） 

 

飛騨市育英基金貸付事業 

 

 飛騨市の将来を支える若

者が、経済的理由により就

学をあきらめることなく、

勉学に励むことができるよ

う貸付事業を実施する。 

 

 

 

〇拡充制度の実施 

 学費が賄えず進学を断念

する優秀な若者を支援する

ため、低所得者世帯等がよ

り利用しやすい制度を実施

する。 

教
育
総
務
課 

 
〔決算額〕 

 

R2末基金総額   449,900千円 

 

R2年度寄付金増資   200千円 

 

貸付総額     242,534千円 

 

現  金     207,367千円 

 

R2貸付額 

 47件（12か月）  27,240千円 

 

 貸付件数 47件の内 

 新規貸付者      13件 

    

 

R2償還額 

  172件      43,295千円 

 

 

令和２年度は左記の貸付を実施した。 

新規貸付者は平成 20 年度の 41 名を最大

に減少傾向にあり、令和 2年度は 13名とな

った。より多くの方に制度を活用していた

だけるよう、平成 29年度には低所得者に対

する支援をより一層厚くする償還免除型の

制度拡充を、令和 2 年度からは成績要件だ

けではなく、スポーツや芸術分野等で秀で

た人物等への貸付申請を可能とするチャレ

ンジ枠の設立や大学校や職業訓練校等対象

校の拡充を実施している。 

 

飛騨市では、国の奨学金制度に比べ、所

得判定基準を低く設定し対象者を多少絞っ

ているが、その中でも低所得者層に対する

支援として卒業後の地元就職者は全額免

除、その他は半額免除とし、実質給付型と

なる償還免除制度を導入している。成果と

して、その貸与生が、地元に帰り、育てて

くれた親や地域を支え、また地元を思い各

地域で活躍する人材となることが期待され

る。 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ４)   

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
整
備
運
営 

 

スクールバス運営事業 

 

 市有バスによる小中学生に

おける通常登下校の輸送のほ

か、プールや部活、補完学習

日等の輸送や少子化に伴う乗

車児童生徒の減少に合わせた

タクシー送迎も取り入れて適

正な輸送を実施する。 

 

 

 

空きバスを利用したフリー

バス事業は、市民の社会教育

活動等に活用する。 

 

 

スクールバス更新事業は、

老朽化したスクールバスを更

新基準（購入後 15 年以上経

過・走行距離 20万㎞以上）に

従い、更新購入し、安全・安

心な通学手段を確保する。 

教
育
総
務
課 

 

〔決算額〕 92,099千円 

 

○スクールバス運行委託 82,900千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○フリーバス運営事業 

 ・利用回数７回 利用人数 162人 

 

 

 

○車両購入費      9,513千円 

 ・29人乗りマイクロバス １台 

  （河合稲越車） 

  

 

 

一年間安心・安全なスクールバス運行

に努め、大きな事故も無くスクールバス

としての役割を果たすことができた。 

通常の登下校に加え、部活、各学校の

補完学習日の登下校等にスクールバスを

運行し、通学の需要に対応した。 

また、コロナ感染症対策関連としては

３密を避けるため利用者が多い路線での

複数台運行のほか、運行委託事業者に対

し学校臨時休業による４、５月のスクー

ルバス運休補償を行った。 

 

フリーバスの運行については、予備バ

スを有効活用し需要に対応しているが、

台数に限りがあるため、今後も対応可能

な範囲で社会教育に活用していく。 

 

運用車両の更新について、更新基準に

基づき車両の更新を行い、児童生徒の通

学環境の確保を行った。今後も順次更新

を進めていく。 

 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ５)   

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
食
文
化
を
活
か
し
た
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供 

 
 

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
、
学
校
給
食
施
設
の
整
備
運
営 

 

学校給食運営事業 

安全・安心な学校給食の提

供 

 

 

 

食育・地産地消の推奨 

 

 

 

 

 

 

学校給食施設の整備運営 

 

 

 

 

 

教
育
総
務
課 

 

○安全・安心な学校給食の提供 

〔決算額〕    202,091千円 

（主な内訳）  

・人件費（正職員・会計任用職員給与） 

・燃料費、光熱水費 

・古川国府給食センター負担金 

（給食延べ食数） 

神岡給食センター     95,649食 

河合給食センター     13,196食 

山之村小中学校      5,952食 

（参 考） 

 古川国府給食センター   220,679食 

 （古川町部分のみ） 

○給食施設の設備更新 

〔決算額〕       435千円 

 河合食品保冷庫ｸ購入    435千円 

○給食費特別会計 

〔決算額〕       32,123千円 

 

 食中毒等の大きな事故が無く、安心・

安全でおいしい給食を提供できたことが

一番の成果である。アレルギー対応食は

生命の安全に関わる業務であるためセン

ターと学校の連携をとり提供できた。 

学校と協力し「食の大切さ」について

学ぶ機会を設けた。また、R1年度と同様

に、農業振興課と協働で「ふるさと給食

の日」を実施し、子どもたちに地産地消

の大切さを学んでもらうことができた。 

さらに、R2年度からふるさと納税の活

用により、デザートなどの等地元産加工

品等を積極的に取り入れた給食を提供

し、学校給食の向上を図った。 

課題としては、近年、調理員不足が深

刻となっており、抜本的な改善が求めら

れている。業務委託等を含め引き続き検

討する。 

日々のメンテナンスはもとより、早め

早めの修繕や部品交換により、衛生上及

び作業上の安全性を高めた。 

 物価高騰等厳しい条件の中、メニュー

や調理方法の改善等の努力により、安

全・安心な学校給食の提供が行われた。 

 

Ａ 



- 10 - 

 

- 10 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ６)    

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 

教
職
員
の
指
導
力
向
上
・
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

 

飛騨市学園構想の推進 

 

飛騨市の保育園・小学

校・中学校・高等学校・特

別支援学校が目指す子供

像（人間像）を実現するた

めに系統性、連続性のある

一貫した教育活動を推進

する。飛騨市学園構想の推

進にあたって、具体的には

以下の３プロジェクトを

軸として取り組む。 

①「課題解決能力」を育む

保小中高特一貫カリキュ

ラムの試行実施。 

②学校と家庭・地域が飛騨

市の子供の育成について

の目標やビジョンを共有

し、連携・協働してその実

現を図る。（学校運営協議

会制度開始） 

③各校種間交流等の実施

のさらなる充実を図る。 

学
校
教
育
課 

 

〔決算額〕 3,582 千円 

 

◯コアチーム会議（委員11名） 

 年23回開催 ※事務局会議：年17回開催 

 

◯推進委員会（委員28名） 

 年4回開催 

6/25 ①委員委嘱、学園構想について 

   カリキュラム、コミスク説明 

7/29 ②拡大会議、講演会 

   「データから考える地域と学校の幸 

せな関係」講師：阿部剛志 氏 

8/26 ③部会ごとの「熟議」 

   同時開催：カリキュラム部会 

2/26 ④今年度の実践報告 

    ・学校・運営協議会の報告 

  ※②と④は、オンラインでも実施 
 

◯説明、啓発 

 9/22 経産省「未来の教室」◇ 

10/23 市保育士会◇ 

12/8   中高一貫評価委員会△ 

12/23 教育委員全国オンライン会議◇ 

  ・上記説明：◇教育長、△課長 

◯令和２年度は、学園構想の具現化に向け 

て、コアチーム会議、推進委員会を組織 

し、熟議を行い、方向性を見いだしなが 

ら、着実な歩みを進めた。 

 

◯推進委員会では、講師による「研修会」、 

各委員による「熟議」を経て、第４回委 

員会は「成果報告会」を開催した。カリ 

キュラム部会から２、学校運営協議会か 

ら１、地域学校協働活動から２の実践が 

報告された。３部会における今年度の取 

組の成果と来年度への展望が明確となる 

報告であった。 

 

◎令和３年度は、３プロジェクトの充実に 

取り組む。各小中学校において「課題解 

決型カリキュラム」の実施、飛騨市ビジ 

ョンに基づいた資質能力ベースの授業や 

諸活動を進めていく。各学校運営協議会 

の推進体制を強化し、地域学校協働活動 

がより活発化できるようにする。「説明・ 

啓発」は、各団体の既存の会議での説明 

やフォーラムの開催を通じて学園構想に 

参画する地域住民の機運を醸成して活動 

促進を図る。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ７)   

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

一
人
一
人
を
大
切
に
し 

一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進 

一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進 

 

スタディーサポーター（学

習支援員）の配置 

 

市内小中学校に、スタデ

ィーサポーター（学習支援

員）を配置し、様々な要因

により不登校・不登校傾向

にある児童生徒への個別の

学習支援を行うことで、中

学校卒業後の進路を切り拓

くことや引きこもり防止対

策につなげる。また、状況

に応じて通常学級で個別の

学習支援を必要とする児童

生徒についても学習支援員

が関わり支援を行う。 

 

学
校
教
育
課 

 

〔決算額〕 5，056千円  

 
◯スタディーサポーター 

（学習支援員）配置 
◎スタディーサポーター 
※市会計年度任用職員（2種1号） 
※教員免許所有者 

 ※業務内容は、 
①家庭訪問や学校外での学習支援 
②「グリーンルーム」等での学習支援 
③学校の相談室での学習支援 
④通常学級に通う支援を要する児童生 
徒への学習支援 

◎古川中校区 
・梶谷利広指導員 

  古川中（月・木・金）、古川小（火） 
  古西小（水） 
・坂和貴子指導員 

  古川中（火・水）、古川小（月・金） 
  古西小（木） 
※学校内（教室・相談室）での指導支援 
※グリーンルーム、こどものこころクリニ 
ックにて指導・支援 

◎神岡中校区 
・松本里江指導員 

  神岡中（月水木金）、神岡小（火） 
 ※学校内（教室・相談室）での指導支援 

◯令和２年度は、スタディーサポーターの業 

務内容を、児童生徒と信頼関係を築きなが 

ら、個々の学習状況やニーズに応じた適切 

な学習支援をすることができた。また、業 

務内容に加え「こどものこころクリニック」 

との連携により、そこに通う児童の学習支 

援も進めることができた。 

 

◎令和３年度は、前年度の成果と次年度に向

けた希望する児童生徒数とニーズの多様さ

から、古川中校区を1名増員し、より個々の

ニーズに応じた学習支援を進めていく。ま

た、「グリーンルーム」や「こどものこころ

クリニック」との連携を強化し、学校外で

の学習支援の継続、工夫を進め児童生徒が

自分の進路を切り拓くために、自分なりの

ペースで、継続して学習をしたいという思

いを大切に、学習支援を進めていく。 

Ａ 
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- 12 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ８)   

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 

教
職
員
の
指
導
力
向
上
・
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

 

英語教育指導員・英語指導

講師の配置 

 

平成30年度から英語指

導講師を２名配置し、教員

の外部講師による出前研

修を実施するなど取り組

んできた。令和２年度は、

英語教育指導員を配置し、

教員や英語指導講師の指

導力の向上、ＡＬＴ（外国

人英語指導助手）との連携

強化による英語授業の充

実を図り、積極的に英語を

使ってコミュニケーショ

ンを図ることができる児

童の育成を目指す。 

学
校
教
育
課 

 

〔決算額〕 5,614 千円 

 

◯英語教育指導員２名配置  
・林指導員：神岡中（月）、神岡小・山之村

（水木）、古西小（火金） 

・加藤指導員：古川中（火）、古川小（水木） 

※主な業務 

・学級担任と英語指導講師の授業を参観し 

改善点等の指導助言 

・英語教育指導員が学級担任役となり、英 

 語指導講師とともにモデルとなる示範授 

業の実施 

・教員を対象にした授業研修の実施 

 

◯英語指導講師２名配置 

・橋本講師：神岡小（月水）、古西小（火木 

金） 

・林講師：宮川小（火）、河合小（金）、古川 

小（月水木） 

※主な業務 

・小学校３、４年生の英語授業を補助する 

等、学級担任と連携し子ども達の英語好 

きを増やす指導の実施 

 

◯英語教育指導員は、授業参観を通して指導 

支援の継続を行った。会議や研修会がなか 

なかできない状況で、情報交流の工夫をし、 

授業案を協働で作ったり、評価の仕方を検 

討したりして、教師のスキルアップにつな 

げた。 

 

◯英語指導講師は、担任と連携し授業づくり 

 と授業実施の継続を行った。授業での声か 

けと評価の工夫により、「英語が好き」とい 

う児童が増えた。児童が習得した知識や技 

能を使って、相手に伝える（表現する）喜 

びを味わうことのできる授業づくりを担任 

と共に創り上げた。 

 

◎令和３年度も引き続き「授業参観を通し 

て指導支援」「情報交流（ミーティング時 

間設定）の工夫」による教員、英語指導 

講師のスキルアップを進める。英語指導 

講師は、常に担任と連携（参画）し授業 

づくりを進めるとともに、児童が英語を 

使って表現することの喜びや楽しさを意 

識できるように声かけや評価の工夫を進 

める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ９)   

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 

教
職
員
の
指
導
力
向
上
・
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

 

ＩＣＴを効果的に活用した

授業づくり 

 

令和元年度までに、各学

校１学級分のタブレット

型ＰＣ、小学校４年生以上

と中学校の普通教室に固

定式電子黒板、無線ＬＡ

Ｎ、授業用ＰＣ、デジタル

教科書を整備し、ＩＣＴ機

器を活用した授業づくり

の環境整備に取り組んで

きた。令和２年度は、更な

るＩＣＴ環境整備を行う

とともに、ＩＣＴを活用し

た授業づくりの実践を行

うことで、直面する課題を

主体的に解決するために

必要な「課題解決能力」や

「情報活用能力」等の育成

を進める。 

学
校
教
育
課 

 

〔決算額〕 181,428千円 

 

◯小中学校ＩＣＴ環境整備事業 

・電子黒板 

※増級分 1台（古川小） 

・全小中学校の校内ＬＡＮの高速大容量化 

※全教室でインターネット接続可能 

・タブレットＰＣ（GIGAスクール構想） 

 ※小4以上１人１台、小1～3は２人１台 

※各校3月に「貸与式」実施 

・学習支援ツール（デジタル教科書） 

※小学校４教科（国・社・算・理）、中学 

校５教科（国・社・数・理・英）のデジタ 

ル教材（教科書）を導入 

 

◯教職員研修会 

 10/20 デジタル教科書研修会 12名参加 

 11/4  タブレット活用研修会①14名参加 

 1/29      同 ②（神岡小）18名参加 

※講師：岐阜女子大准教授 松井 徹 氏 

 12/2  白川郷学園視察 17名参加 

2/9  ロイロノート研修会 10名参加 

◯令和２年度は、国の「ＧＩＧＡスクール構 

想」に基づき、児童生徒に一人一台のタブ 

レット端末の整備と、小中学校の校内ＬＡ 

Ｎの高速大容量化を図り、更なるＩＣＴ環 

境整備を進めた。各学校では、こうした整 

備を受けて、ＩＣＴを活用した授業づくり 

の実践を行い、直面する課題を主体的に解 

決するために必要な「課題解決能力」や「情 

報活用能力」等の育成を目指した。 

 

◯市教育研究所事業として、教職員のスキル 

アップと積極的なＩＣＴ機器の活用を目的 

に、デジタル教科書研修会（１回）、タブレ 

ットＰＣ活用研修会（４回）を実施した。 

 

◎令和３年度は、引き続きＩＣＴ環境の整備 

を進める。（小中学校の理科室、小学校３年 

生の普通教室に電子黒板・授業用ＰＣを整 

備）小学校児童用のタブレット端末を増台 

し、３年生以上での１人１台の使用環境を 

実現する。専門的な知見を有するＩＣＴ支 

援員を配置し、授業における効果的な活用 

を促すことで、課題解決能力や情報活用能 

力を備えた飛騨市ならではの人づくりに取 

り組む。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １０)    

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 

教
職
員
の
指
導
力
向
上
・
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

 

プログラミング教育の推進 

 

新学習指導要領では、変化

が激しい予測困難な時代を

生き抜く子どもを育成する

ために、小学校からのプログ

ラミング教育の充実を目指

しており、学習環境の整備と

ともに、教職員の指導力向上 

が急務となっている。 

小中学校に教材を整備し、

教員の指導力向上に取り組

むことで、プログラミング教

育の円滑な実施を通じて、子

どもたちにプログラミング

的思考（論理的思考力）を育

み、飛騨市ならではの人づく

りを進める。 

学
校
教
育
課 

 

〔決算額〕 5,345 千円 

 

○プログラミング教育の環境整備 
 
・教材購入（各小中学校へ） 
※小学校理科：プログル6年電気キット 
※中学校技術：アーテックロボ2.0キット 

 ※小学校は、コロナのため納品が大幅に遅 
れた。（納品10/2） 

 
・キーボード、プリンターの購入 
 ※キーボード：iPad用（各校1学級分） 
 ※パソコン室プリンター：各校1台 
 
・プログラミング教育の授業の実施 
 ※各校でのプログラミング教材を使った 

授業の実施（小学校：6年理科、中学校： 
3年技術） 

 
・プログラミング教育研修会 1/29 
※プログラミング授業（神岡小） 

  ・示範授業（5年算数） 
   講師：岐阜女子大准教授 
          松井 徹 氏 
 ※タブレット活用研究と同時開催 

◯令和２年度は、各小中学校に教材を整備し、 

小学校（６年理科）、中学校（３年技術）に 

おいて、プログラミング教材を活用した授 

業が実施された。こうしたプログラミング 

教育の実施を通じて、子どもたちにプログ 

ラミング的思考（論理的思考力）を育むこ 

とができた。 

◯小中教員がタブレット配備に対応するため 

に、岐阜女子大学准教授の松井徹氏を招へ 

いし、「プログラミング教育を学ぶ」と題し、 

神岡小で示範授業と研修会を実施でき、教 

職員のスキルアップにつながった。 

◎令和３年度は、整備したプログラミング教

材をより活用するとともに、ＩＣＴ支援員

の巡回指導や市教育研究所事業の研修会に

よって、教員のスキルアップを進め、児童

生徒がよりプログラミング思考を高めるこ

とのできる「授業づくり」を進めていく。 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １１)    

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

一
人
一
人
を
大
切
に
し 

一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進 

一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進 

 

保小中連携教育の推進 

 

保育園・小学校・中学校

の12年間のスムーズな接続

を目指し、見通しをもった

一貫性のある生活面・学習

面の指導・取組みによって、

早期からの教育支援を行

い、個に応じた指導・支援

の充実や不登校・不適応児

童生徒の未然防止を図る。 

 

 

学
校
教
育
課 

 

〔決算額〕 149千円 

 

◯小中連携教育推進委員会 
・有識者 橋本治 岐阜大学大学院元教授 
・校長、園長、教頭・主幹・教務の代表 
・事務局：教委、子育て応援課 計12名 
※第１回 5/13（コロナのため紙面開催） 
・連携事業の推進、今年度の実施計画 

※第２回 9/3 
・保小中連携の取組の現状、課題交流 
・リーフレットの活用について 
・学園構想の説明 

※第３回 1/21 
 ・保小中連携の取組の現状、課題交流 
・来年度に向けて 
 

○保小中連携教育合同研修会 

9/10 橋本元教授講話 
「いじめ・不登校・支援の必要な子への 

対応 ～保・小・中の連携を通して～」 
 
○保小中の巡回（情報交流の促進） 
 ・主幹教諭が各校を巡回し、授業参観や情 

報交流を進める。 
 
◯小学校新１年生保護者向けリーフレット 
 ※年長児親子（300部配布）11月 

◯推進委員会では、保小中連携の現状と課題 

から、「連携（一貫）教育」の重要性と具体 

的な取組について積極的な情報交流ができ 

た。リーフレットの活用によって、家庭・ 

保育園・小学校が連携して入学の準備に取 

り組む環境を整えることを再確認した。 

○合同研修会では、保小中の連携が児童生徒 

を大切にし、よさを伸ばす教育に大きく寄 

与することを学び、教育現場の対応に活か 

された。 

◎令和３年度では、保小中への橋本元教授の 

巡回（授業参観や情報交流）をより充実す 

る。小学校から中学校への円滑な接続のた 

めに、小中学校の交流を増やすとともに、 

教職員による情報交流会も定期的に実施す 

る。また、推進委員会では、飛騨市として 

の保小中連携の取組方針や配慮事項をまと 

め、学園構想との連携も視野に入れ、具体 

的な取り組みを進める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １２)   

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和 2年度の目標 

担

当

課 

令和 2年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
に
根
差
し
た
人
づ
く
り
の
推
進 

社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
人
材
の
育
成 

 

社会教育推進事業 

 

社会教育法に基づき、幅広

い年齢層に対応した各種生

涯学習事業の実施に努め、市

内の普及浸透に努める。 

また、社会教育委員から各

種の社会教育事業に対する

意見等をいただき、可能なも

のから事業に反映させ内容

の充実等を図り、市民が目標

を持ち自主的に学習する意

欲の向上を図る。 

生
涯
学
習
課 

 

〔決算額〕  1,212千円 

 

◯社会教育委員兼公民館運営審議会 

・委員の会及び運営委員会 2回 

・役員会 2回 

・研修会 3回（地域学校協働活動について） 

 

◯部会活動（4部会） 

・子育てネットワーク部会：11/15 発達支

援に関する講演会・コロナ禍における子

供の身近な変化について意見交換会。 

・青少年健全育成部会：10/21 スマホに関

するモラル講習会及び意見交換会 

・文化芸術振興部会：子供の文化・芸術育

成団体との意見交換会 

・生涯スポーツ部会：10/26 白川町におけ

るスポーツ環境整備の実践の講演会及び

意見交換会 

 

・飛騨地区及び県社会教育委員連絡協議会 

 等 計 7回 

  

・生涯学習の普及浸透を目指し、部会単位

で関係団体と意見交換を行い、現状や課

題を共有することができた。 

 また「飛騨市学園構想・地域学校協働」

への支援や協力、「市民カレッジ」への参

画など新しい取り組みに対し取り組むこ

とを確認した。各部会では、会場設営や

人数制限に配慮を行いコロナ禍における

子供達の変化について活発な意見交換が

でるなど情報共有ができ、次年度への課

題や活動の方向性を確認した。 

 

（課題） 

・社会教育委員の活動が生涯学習推進会議

を構成する部会の参加する関係者しか伝

わらなかったことから市民向けに各部会

の活動実績や生涯学習に係る情報を掲載

した「生涯学習だより」を発行し市民へ

の生涯学習への PRに努めたが、今後も積

極的に情報発信を行う必要がある。また

関係団体との情報交換や課題解決に向け

た研修会を継続実施する機会を作る。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １３)    

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和 2年度の目標 担当課 

令和 2年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む
活
動
の
推
進 

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

 
飛騨市青少年育成推進事業 

 
①成人式の開催 
 成人になったことを自
覚し、自ら生き抜こうとす
る成人たちを祝い、励ます
趣旨の式典を開催する。 
 
②青少年育成推進員活動 
 家庭・学校・地域が連携
し、青少年健全育成への機
運を高める。 
 
③少年の主張大会の開催 
次代の担い手が自分の

考えを大勢の聴講者の前
で堂々と述べる力を付け
ることを目的に実施する。 
 
④子ども会活動の推進 
地域単位で構成し、おの

おのの活動を通じ、将来の
地域の担い手となる青少
年を育成する。 
 

生
涯
学
習
課 

 
①成人式の開催〔決算額〕1,039千円 
 開催日：令和 3年 1月 3日 
（古川会場）出席者：170名 
（神岡会場）出席者：63名 計：233名 
 

②青少年育成推進員活動〔決算額〕477千円 
・古川部会：スマホ安全教室、啓発チラシの

配布 
・河合部会：啓発チラシの配布 
・宮川部会：啓発チラシの配布 
・神岡部会：挨拶運動の実施、生徒から「の

ぼり旗」の標語を募集し、設置することで
啓発活動を実施。 

 
③少年の主張大会 中止 
 代替措置として個別エントリーした中学
生2名を飛騨地区選考会へ市の代表として
推薦。 

  
④子ども会活動〔決算額〕 373千円 
子ども会連合会を通じ、単位子ども会の運
営及び活動費の一部を支援した。単位子ど
も会数：60団体、子ども会員数：1,403人 

 
① 成人式の開催については様々なリス

ク検討を行い、来賓参加無し、保護者
の事前登録制で 1名のみ参加可、全席
指定、全クラスに懇親会の中止要請等
行い、式典のみの開催とした。結果、
参加者の協力のもと感染者を発生す
ることなく終了することができた。 

② 青少年育成推進委員の活動は神岡町
の挨拶運動の実施を行った一方、古川
町のふれあい集会をはじめ各種行事
の中止により啓発活動の中止を余儀
なくされた。しかし当初計画より縮小
し参加者を限定したスマホの安全教
室や啓発チラシの配布などにて対応
することができた。 

③ 主張大会は開催が困難であった。 
④ 単位子ども会のうち河合・宮川町では

レクリエーションを中心に行ったが、
その他地区は中止した。代替行事とし
て連合会主催で「飛騨市のいいところ
みつけよう」と題し写生作文等作品コ
ンテストを初開催した。 
宮川町は子供会解散に伴い記念作品
づくりを行ったが、全体的に会員数
の減少と役員の負担増が懸念され
る。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １４)    

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課                                                             

重点 

施策 

重点 

目標 
令和 2年度の目標 担当課 

令和 2年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

学
び
・
集
い
・
つ
な
ぐ
生
涯
学
習
環
境
づ
く
り 

生
涯
学
習
環
境
の
充
実 

 
公民館管理運営事業 
 

① 公民館管理事業 

市有公民館を適正に維

持・管理する。 

 

② 集落有集会施設整備事

業（助成事業） 

改築工事を実施する際

に、支援を行うことに

より地域コミュニティ

の拠点づくりを推進す

る。 

 

③ コロナに負けない元気

な地域活動支援 

・集落有集会施設にコ

ロナ対策備品の整備及

び懇親会の支援 

 

生
涯
学
習
課 

 

① 公民館管理事業〔決算額〕28,452千円 

・市有公民館 6施設の維持管理 

・コミュニティ施設(9施設）維持管理費用 

河合町公民館玄関 ドア改修工事 

古川町公民館屋根防水工事 

 

② 集落施設整備補助〔決算額〕3,952千円  

・朱雀会館（古川町）トイレ洋式化 

・袈裟丸公民館（古川町）エアコン導入 

 

③ コロナに負けない元気な地域活動支援の

補助の実施〔決算額〕8,743千円 

・地区有施設の感染防止対策補助（79団体） 

アクリル板、非接触型体温計等の整備 

・地域活動支援補助（55団体） 

懇親会の代替措置として、持ち帰りする

折り詰等の支援 

 

① 河合町公民館の玄関ドアの開閉が重

いためスライド式に改修をしたとこ

ろ利用者から好評を得た。一方で古川

町公民館（築35年）河合町（40年）神

岡町（37年）と老朽化に伴い不具合の

発生や、今後大規模改修を行っていく

必要がある。 

② 集落有集会施設（90施設）は避難所機

能があるが、老朽化に伴い改修費用の

負担が重荷になっている。また将来解

体への不安が発生している。 

③ 地域公民館活動はコロナ禍のため、こ

れまで行われたコミュニティ活動が

停滞した。そのため感染防止対策と懇

親会支援を行い地域コミュニティ活

動支援の維持に繋げることができた。 

 

Ａ 
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式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １５)   

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課                                                             

重点 

施策 

重点 

目標 
令和 2年度の目標 担当課 

令和 2年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

生
涯
学
習
機
会
の
提
供 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
生
涯
学
習
の
推
進 

 

各種講座・学級の開催事業 

 

① 公民館講座 

（市主催） 

② 誰でも自主講座 

市民が自ら講師となっ

て講座を開催し、教える

人と学ぶ人が一緒にな

って作り上げていく講

座で生涯学習を始める

きっかけをつくる。 

③ 高齢者学級 

シニア世代を対象に学

ぶことの楽しさや喜び

を感じてもらうととも

に、孤立感を無くし社会

とのつながりを高める

ことを目的に開催する。 

④ 市民カレッジ 

幅広い知識や専門的な

知識を得るための講座

を開催するもの。 

 

生
涯
学
習
課 

 
〔決算額〕 2,247千円 
 
① 公民館講座  21件 参加者 348名 

・マスク作り講座 32名 

・マスク入れ作り講座 18名 

（1回実施後、緊急事態宣言で中止） 

・お家で公民館講座 

（朴葉寿司、竹ぽっくり、こけ玉） 

 

② 誰でも自主講座 

前期 4講座 参加者 72名 

後期 22講座 参加者 174名 

 

③ 寿大学（古川） 4教室 参加者 70名 

高齢者学級（神岡）中止 

 

④ 市民カレッジプレ開校  

5講座 参加者 500名 

   内容 

・記念講演「村尾信尚氏」 

   ・飛騨山脈の成り立ち 

    信州大学理学部特任教授 原山智 

     など 

 
① 公民館講座では、市内小売店でマスク

の品薄を受け、急遽布製マスク作り方
講座を実施した。予定していた講座が
できないため「朴葉寿司」のレシピ紹
介や、昔ながらのおもちゃ「竹ぽっく
り」や「こけ玉」の材料販売など自宅
でできる講座に変更するなどどうし
たらできるか考え実施した。後期は人
数制限の上実施した。 

② 自主講座を開催するが、ほぼ高齢者層
に偏りがあり、若年層の参加が少な
い。一方で学んでみたい講座は健康・
料理・歴史が多いことから、今後も継
続したい。 

③ 神岡町における高齢者学級は感染防
止のため開催を見送った。 

④ 受講者アンケートから今後も様々な
ことを学びたいという意見が寄せら
れていることから令和 2 年度市民カ
レッジをプレ開校。R3 以降魅力的な
講座を企画したい。年齢層が比較的高
い層の方の参加にとどまることから、
若い世代にも興味を持ってもらえる
企画を検討する必要がある。。 

Ｂ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １６)   

                                                     飛騨市教育委員会・スポーツ振興課                                                             

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
事
業 

 地域スポーツの活性化

の中心となって活動を行

っていくほか、各種スポー

ツ団体やスポーツ行事の

支援を含め、全市的にスポ

ーツを普及促進していく。

また、研修会等への参加、

スポーツ活動指導者の発

掘・育成に努め、資質の向

上を図る。 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

〔決算額〕 826千円 

○２年任期の１年目（総勢３０名） 

  古川町１１名  河合町５名 

  宮川町 ６名  神岡町８名 

○各地区でスポーツ教室等開催 

10/11  ふれ愛スタンプウォーク（古川） 

10/18 飛騨市ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞ教室 in神岡 

※中止となった主な行事 

・軽スポーツ体験 

・ふれ愛軽スポーツ大会 

・市民登山 

・ふれ愛ソフトミニバレーボール大会 

○各地区スポーツ行事の協力 

8/ 3～10（5日間） 

市営宮川プールの監視員 

9/ 5 河合町民運動会 

○研修会等への参加 

3/20 先進地情報交換会（瑞穂市・本巣市） 

※中止となった主な行事 

・飛騨地区前後期研修会(高山・飛騨) 

・飛騨市スポ推研修会(飛騨市) 

・全国スポ推研究協議会(栃木県) 

 ・岐阜県スポ推研究大会(各務原市) 

・東海四県スポ推研究大会(三重県) 

※新型コロナの影響により令和２年度に

計画されていた各種事業が中止や延期と

なる中、これまでの４町ごとの活動から全

市的な活動へと更なる事業発展を目指し、

組織改編に着手した。 

【成果】 

○毎年恒例の河合町民運動会や３密を考

慮し、団体予約制とした市営宮川プール

の監視員業務に協力。外出自粛や夏休み

が短縮となった子供たちの手助けとな

った。 

○ようやく秋に開催できた古川町ふれ愛

スタンプウォークでは多数の参加を頂

き、コロナ禍において子ども達の笑顔を

見ることができた。 

○組織改編に向けた市内の実態把握を行

う為、全委員を対象とした会議や先進地

視察を行い情報交換を行った。 

【課題】 

●組織改編に伴い、各部会の業務バランス

の調整や各町の意見集約に努める。 

●市内外を問わず、軽スポーツに関する情

報感度を高め、飛騨市の実情に見合った

活動に努める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １７)    

                                                     飛騨市教育委員会・スポーツ振興課                                                             

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成 

各スポーツ団体の組織

づくりと強化を進め、競技

力の向上、青少年の健全育

成、スポーツ活動やレクリ

エーションの普及等、スポ

ーツ推進、指導者の育成支

援等を行い、スポーツによ

る地域の活性化を図る。 

 

【支援内容】 

・交付金・補助金交付 

・事務局支援 

 

【対象団体】 

・飛騨市体育協会 

・飛騨市スポーツ少年団 

・飛騨市レクリエーショ 

ン協会 

・山の村だいこんマラソ    

 ン大会実行委員会 

・飛騨シューレ 

・飛騨かわい剣友会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

【体育協会】（決算額：2,947千円） 

7/30 スポーツ講演会（県スポーツ協会：

武藤事務局長） 35名 

8/29 他市体育協会視察（瑞穂市・郡上市） 

                 12名 

 ・組織改編に伴う本部役員会議（14回） 

 

【スポーツ少年団】（決算額：256千円） 

・スポ少指導者研修会（中止） 

・スポ少リーダー研修（中止） 

【飛騨市レク協会】（決算額：468千円） 

4/ 1  飛騨市レクリエーション協会設立 

（書面評決） 

【山の村だいこんマラソン】（決算額：0千円） 

・山の村だいこんマラソン大会（中止） 

【飛騨シューレ】（決算額：0千円） 

11/ 7 バドミントン競技者・指導者のため

のエキシビションマッチ 41名 

11/19  宮下充正先生講演会 50名 

11/21  宮下先生ｳｵｰｷﾝｸﾞｾｯｼｮﾝ 42名 

12/ 3  萩原美樹子氏との意見交換会 13名 

12/17 佐藤晃一氏講演会 12名 

【飛騨かわい剣友会】（決算額：200千円） 

・剣道練成会・剣道アカデミー（中止） 

【体育協会】 

○コロナ禍でほぼ全ての大会が中止とな

ったが、これを好機と捉え、合併以降懸

案であった組織改編に着手、講演会や先

進地視察、数十回に及ぶ会議で検討を重

ね、新体制として発足にこぎつけた。 

●予算や大会の運営など、各競技団体との

調整が必要。 

【スポーツ少年団】 

○外部委託化の実現に向けた検討を実施 

●単位団ごとに実態調査を行い、市の現状

に即した補助制度等の整備が必要。 

【飛騨市レク協会】 

○飛騨市に於けるレクリエーション活動

の普及・振興並びに市民の余暇時間の充

実と健全な心身の発達を目的に設立。 

【飛騨シューレ】 

○感染対策を徹底し、オリンピアンやトッ

プアスリート、著名人を招待しての講演

会・講習会を実施。子供から一般まで技

術や指導方法、運動メカニズムを探求す

る事ができた。 

○スポーツ学童の実証実験が高評価であ

り、今後、市独自で取り組んでいく。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １８)    

                                                     飛騨市教育委員会・スポーツ振興課                                                             

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ス
ポ
ー
ツ
行
事
推
進 

飛騨市内で行われるス

ポーツイベントや市民が

参加しやすいスポーツ行

事の運営をスポーツ関係

団体等に委託して実施。よ

り多くの市民がスポーツ

に関心を持ち、親しみなが

ら健康づくりを図る機会

を増やしていく。 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

〔決算額〕 934千円 

10/11 古川町ふれ愛スタンプウォーク 

180名 

11/ 1 第 57回飛騨駅伝競走大会 

           ４部門 37チーム 

 

○その他のスポーツ推進事業 

「だれでもカンタン！おうちレク」の動画作

成（第１弾～第８弾）及び YouTubeにて配

信 

 

 

 

 

 

※中止となった主な行事 

・剣道錬成会及び飛騨かわい剣道ｱｶﾃﾞﾐｰ 

・FC岐阜子どもサッカー教室 

・飛騨市民登山 

・古川町スポーツフェスティバル 2020 

・ふれあいソフトミニバレーボール大会 

・飛騨市ふるかわ元旦マラソン 2021 

（記念大会につき１年延期） 

【成果】 

○コロナ禍に於いて感染症対策を十分に

行ったうえで「古川町ふれ愛スタンプ

ウォーク」を実施、多数の子供たちの

参加を頂き、過去最高の参加者となっ

た。 

○第 57回飛騨駅伝競走大会ではコロナ禍

での大会となったが、主催者、市、飛

騨県事務所、飛騨保健所が協力し、感

染防止対策会議を複数回開催、他の大

会のモデルとなるような感染症対策を

施した大会となった。 

○自宅でできるレクリエーション動画の

配信はコロナ禍に於ける緊急事態宣言

等の発出により不要不急の自粛を余儀

なくされた子供及びシニアのフレイル

防止対策になった。動画は好評により

第８弾まで作成し配信した。 

【課題】 

●コロナ禍において各種スポーツ行事ご

とに感染症対策ガイドラインを作成し

ながら安心安全な大会を開催する。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １９)   

                                                     飛騨市教育委員会・スポーツ振興課                                                             

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
事
業 

 市民の健康意識の高ま

りを踏まえて、年齢問わ

ず、誰でも気軽に取り組む

ことができるウォーキン

グを普及させる。 

ノルディックウォーキ

ング、クアオルト健康ウオ

ーキング、カントリーウオ

ークをウォーキング３事

業として、より一層のスポ

ーツ施策の普及を図る。 ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

〔決算額〕 4,529千円 

【クアオルト健康ウオーキング】 

9/ 6 クアの道®アルプス展望神秘の森コ 

ース「認定式」及び「記念ウオーキ 

ング」30名 

7/ 1～クアオルト健康ウオーキング（毎週 

土曜日開催） 

 

【ノルディックウォーキング】 

11/21～22 

ノルディックウォーキング公認指導 

員資格取得講習 6名 

10/18 飛騨市ノルディックウォーキング教 

室 in神岡 24名 

10/25 第２回飛騨市ノルディックウォーキ 

ングフェスタ in古川 39名 

 

【飛騨流葉数河カントリーウオーク】 

2/28 第１２回北アルプス展望スノーシュ 

   ー＆テレマークスキーツアー 19名 

・第 18回飛騨神岡ツーデーウオーク（中止） 

【成果】 

○クアオルトでは神岡町流葉地内に市内

では３コース目となる「クアの道®アル

プス展望神秘の森コース」がオープンし

認定式と記念ウオーキングを行った。ま

た、定例ウオーキングでは対前年比で２

倍強の利用があった。 

○ノルディックウォーキング公認指導員

資格取得講習に過去最高 6名が受講。 

○第２回となる「飛騨市ノルディックウォ

ーキングフェスタ」を古川町で開催。参

加者は市内限定となったが、参加者同士

で交流を行い、幅広く情報交換を行うこ

とができた。 

○ツーデーウオークは中止となったが、冬

の事業であるスノーシューは市民限定

で実施。冬の北アルプスを満喫すること

ができた。 

【課題】 

●クアオルトについては独自コースの設

定と計画的なガイド養成・増員が必要。 

●飛騨神岡ツーデーウオークは参加者の

減少が懸念されており、魅力あるウオー

キングにするための対策が必要。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２０)   

                                                     飛騨市教育委員会・スポーツ振興課                                                             

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業 

 市民が真摯にスポーツ

に勤しめるよう、体育施設

を適正に管理運営し、必要

なニーズに応じて改修等

を行うことで安心安全な

体育施設を維持管理して

いく。また、平成３０年度

策定した「飛騨市スポーツ

施設整備計画」に基づき、

施設の重要性、利用頻度、

老朽度合い等から優先度

の高い順に改良整備、維持

管理を行っていく。 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

〔決算額〕 104,883千円 

○体育施設管理事業（36施設）40,834千円 

○社会体育施設の維持改修他 57,610千円 

 ・森林公園キャンプ場トイレ洋式化工事 

 ・サン・スポーツランドふるかわトイレ洋

式化工事 

 ・古川トレーニングセンター改修工事 

 ・サン・スポーツランドふるかわ防球ネッ 

ト設置工事 

 ・角川体育館トイレ洋式化工事 

・角川屋内運動場消防法適合改修工事 

 ・稲越ゲートボール場拡張工事 

 ・サイクリングロード災害復旧工事 

 ・その他工事 

○一般備品購入費 5,316千円 

 ・桜ヶ丘体育館柔剣道場柔道畳購入 

 ・飛騨かわいスキー場スキー競技用計時装 

置購入 

○飛騨市屋内運動場整備検討委員会 

1,123千円 

 ・検討委員会の開催（８名：１回） 

 ・森林公園既存施設（管理棟、宿泊棟、テ 

ニスコート）解体工事設計業務委託 

【成果】 

○体育施設の維持管理及び修繕工事につ

いては、突発的な修繕が増え、予算流用

にて対応を行った。また、施設の大規模

改修工事については、「飛騨市スポーツ

施設整備計画」に沿って事業を進めるこ

とができた。 

○有利な補助事業を利用し、サン・スポー

ツランドふるかわに防球ネットの設置

及び老朽化していたスキー競技用計時

装置を購入することができた。 

○飛騨市屋内運動場整備検討委員会では

コロナ禍において１回の会議のみとな

ったが、現在の進捗状況及び今後のスケ

ジュールについて報告を行えた。 

 

【課題】 

●同一年代を経過した施設の老朽化 

●各体育施設の利用頻度や用途に合わせ

た施設の見直し 

●行政財産から普通財産への整理が必要 

Ａ 
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- 25 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２１)   

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

図
書
館
事
業
の
推
進 

図
書
館
の
充
実 

図書館運営事業 

 

・図書購入等事業 

利用者ニーズにマッチ

した選書やリクエスト

本の購入に努めるとと

もに古い蔵書を順次更

新するなど利用者にと

って魅力ある図書館を

目指す。 

 

・来館促進自主イベント事業 

 これまで図書館に来館

されたことの無い層を

ターゲットとしたイベ

ント企画・実施すること

で、新たな図書館利用者

の掘り起こしにつなげ

る。 

文
化
振
興
課 

〔決算額〕 7,989千円 

・蔵書購入：5,742冊/年 

図書館利用者のニーズに合った図書選

書に努めるとともに古い蔵書を順次更

新し、魅力ある蔵書を揃えた図書館を目

指した。 

 利用者数：22,230名 （市図書館) 

         10,365名（神岡図書館） 

 

〔決算額〕   53千円 

・新型コロナウイルス感染拡大により、休

館・事業の中止を余儀なくされたが、イ

ベントは9月より順次再開し、子ども向

けの読み聞かせ会やハロウィンイベン

ト、歴史講座など各種来館促進事業を開

催した。イベント実施回数は13回、参加

者は延べ907名となった。 

・司書職員３名の退職により令和２年度当初

の図書館業務の縮小を予定していたが、

新型コロナ感染拡大のため４月から約１

か月間休館し、職員の欠員は７月までに

補充が完了した。また、抜本的な職員体

制の構築を図るため、継続して正規職員

の募集を行った。 

 

・コロナ禍による臨時休館中でもウェブを

活用した広報や、ウェブ予約による貸出

業務を継続して行った。 

 

・コロナ禍で得た知見を活かし、従来のイ

ベント型の来館促進のみではなく、来館

しなくても図書が利用できる環境整備の

ため、電子図書館（電子図書貸出サービ

ス）の導入や、障がい者向けの郵送貸出

サービス、読書支援機器の導入を行い、

誰でも使いやすい図書館を目指す。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２２)   

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

文
化
施
設
・
文
化
交
流
施
設
の
充
実 

美
術
館
運
営
・
文
化
施
設
の
運
営 

文化施設運営事業 

 

【飛騨市美術館】 

・市民が芸術文化鑑賞に興

味・関心を持てるような

企画展を開催するとと

もに、多様な文化芸術を

創造するアートセンタ

ーを目指し、文化芸術に

関わる展示活動・芸術活

動・研究活動・人材開発

面活動・記録活動などの

総合的な市民の文化芸

術活動に対応（支援）す

る運営を目指す。 

 

【みやがわ考古民俗館】 

・市で収蔵する多数の考古

資料や民俗資料等の地

域資源を活かし、市民に

歴史文化に親しんでも

らう機会を創出する。 

文
化
振
興
課 

 
〔決算額〕  2,972千円 
・飛騨からうまれた絵本展 
会期：24日 入館者数：238名 

・宮川、高原川の伝統漁法・魚食文化展 
 会期：44日 入館者数：700名 
・小枝利汎展 
会期：44日 入館者数：601名 

・何にみえる？何を感じる？ 
～抽象美術へのいざない～ 
会期：26日 入館者数：152名 

・ＷＳ関連： 11/8～全４回、「日本画教室
入門」、7/26～全４回、「子どもミニ木版画
教室」、8/1～全３回「子ども美術教室 山
中和紙を使ったランプシェードつくり」 
・美術館運営委員会：２回/年開催 
 
 
〔決算額〕  40千円 
・飛騨みやがわ考古民俗館では、開館日数

や入館者数にとらわれない評価の在り
方を、平成30年度から継続して任意団体
である石棒クラブと協働して模索して
きた。 
・オンラインツアー（5/3）170名参加 
・オンラインクエスト（9/19）30名参加 

その他、トークイベント4回（YouTube
配信あり）、石棒スペシャルツアー（バ
ックヤードツアー）など 

 
・４月～５月の緊急事態宣言に伴う休館以
外は予定通り展覧会を実施した。入館者
数は緊急事態宣言中の春季と冬季は減っ
たものの、夏期・秋期は地元を中心に来
館いただき、コロナ禍であっても飛騨の
文化・芸術にふれていただく機会を提供
することが出来た。 
また、コロナ禍にあって、家でも楽しめ
るよう、展覧会に関連する動画を作成し、
飛騨市公式YouTubeチャンネルで発信し
た。今後の美術館の在り方については、
美術鑑賞だけに留まらず、引き続き郷土
の歴史や自然、生活文化を広く市民に伝
え、それらを次世代に継承する美術館運
営を展開したいと考える。 

 
 
・年間30日しか開館していない飛騨みやが
わ考古民俗館をいかに発信していくかと
いう課題に継続して取り組んでいる。３
Ｄデータのオープンデータ化やオンライ
ン配信など、当館と石棒クラブの活動の
成果として、同館敷地内の旧中村家の茅
葺き屋根の修復に1,200万円のふるさと
納税のご寄付をいただいた。また、NHK、
中京テレビ、日本経済新聞、朝日新聞な
どに取り上げられるなど、多くの方の目
に触れる機会を得た。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２３)   

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
保
護
と
継
承 

伝
統
芸
能
と
伝
統
文
化
の
継
承
・
文
化
振
興
財
の
調
査 

地域歴史資源活用事業 
 
①古川祭研究事業 
②江馬氏館跡整備活用事業 
③姉小路氏関連城館群(山
城跡）整備活用事業 

④埋蔵文化財発掘調査等
事業 
 

上記事業により、歴史資源
の調査・保護・活用を図る
とともに、市民に自分たち
の住む町の地域資源の歴
史的価値を知ってもらい、
地域への誇りや愛着心を
育む。 

文
化
振
興
課 

① 〔決算額〕   18千円 
古川祭の文献等の収集に努め、歴史的背
景を調査・研究した。その成果のまとめ
方を検証する委員会を立ち上げた。 
② 〔決算額〕 3,746千円 
昨年策定した保存活用計画書に基づき
適切な施設運営に努めるとともに、観光
協会に、史跡価値の普及・利活用検証事
業を委託した。 
・神岡フレンチ＠江馬館（10/1）10名 
・フォトウエディング＠江馬館（10/19） 

③ 〔決算額〕 1,751千円 
古川城跡での発掘調査説明会、調査状況
の動画作成、恒例の歴史講座を実施し
た。 
また、調査結果を踏まえた山城の想像復
元イラストを作成しＨＰに公開した。 

④ 〔決算額〕 14,253千円 
古川城跡で発掘調査を実施し、天守櫓台
の礎石建物を確認した。また、虎口で石
垣の様子を確認した。出土遺物の年代に
より、最終段階は金森氏が使用していた
と考えられた。 
史跡江馬氏城館跡として追加指定を目
指す傘松城跡においても倒木に伴う試
掘確認調査を実施し、遺構への影響が少
なかったことを確認した。 

・地域歴史資源活用事業として、様々な事

業を実施したことにより、山城は飛騨市

にとって重要な歴史遺産であると認識さ

れつつあり、地元の協力体制など徐々に

ではあるが郷土への誇りや愛着心の醸成

に繋がってきている。 

江馬氏関連では、現在県史跡の「傘松城

跡」の国史跡「江馬氏城館跡」への追加

指定を、姉小路氏関連については更に総

合調査を進め、いずれも令和５年度の国

史跡指定を目指す。 

令和２年度は岐阜県発掘調査報告会で発

表するなど、市外でのPRにも努めた。ま

た、観光協会による江馬館の実験的活用

事例によりこれまでにない活用方法の気

づきを得た。 

今後もＨＰのみならず、YouTubeやＳＮＳ

での情報発信を積極的に行うとともに市

民の皆さんと活用について考える機会を

作り、地域にある歴史資源を活かした飛

騨市らしい個性的な町づくりを進める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２４)   

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
令和２年度の目標 担当課 

令和２年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
の
推
進 

文
化
や
芸
能
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供 

文
化
芸
術
関
係
団
体
の
育
成
と
連
携 

 
地域文化振興補助事業 
 
①交流施設企画運営事業 
文化交流センターで実
施する企画事業を委託
し、地域の賑わい創出と
芸術文化活動の活性化
を図る。 
 

②文化振興補助事業 
文化芸術の振興や伝統
芸能の継承を図るため、
団体が実施する事業に
対し、補助金を交付す
る。 
 

③文化協会活動振興交付
事業 
飛騨市文化協会の活動
を支援するために交付
金を交付する。 
 

③荒垣秀雄氏の顕彰事業 
故荒垣秀雄氏が残した
功績を後世に伝える目
的で作文コンクールを
開催する。 

 

文
化
振
興
課 

① 〔決算額〕 6,763千円 
コロナの影響により当初計画した12事
業のうち6事業のみの実施となった。 
・ジャズコンサート 来場者127名 
・東京混声合唱団コンサート 
           来場者229名 
・その他4事業 延べ来場者217名 
 

② 〔決算額〕  645千円 
市民に優れた文化や芸術に触れ合う機
会を提供するため、発表会の開催や用具
の購入に対して支援した。また、伝統芸
能の後継者育成のため地歌舞伎の公演
に対して補助を行ったが、開演直前にコ
ロナ感染拡大の影響により中止となっ
た。 
・文化協会事業（短歌・俳句コンクール
等6事業） 225千円 
・古川町民謡保存会衣装購入 300千円 
・河合町歌舞伎保存会 120千円 
 

③ 〔決算額〕 2,556千円 
市文化協会への活動補助として補助し
た。会員数890人 
 

④ 〔決算額〕  145千円 
第 3回目の「作文コンクール」を実施し
た。（応募作品数：49） 
 

①コロナ禍により、多くの事業が中止、規

模縮小での開催となったが、感染対策を

徹底するなど制限のある中で工夫を凝ら

し開催した。 

 

②補助申請された事業も固定化しており、

新規来場者が増加するような工夫や、幅

広い層の市民が来場するためのＰＲが必

要と考える。 

 

③市文化協会では、市内における芸術文化

の発展を促進するために、各種団体をと

りまとめながら文化事業を実施されてい

るが、会員数が減少しており規模に見合

った事業の開催も検討する必要がある。 

 

④作文コンクールには今年度も優秀な作品

があったが、応募数は過去最少となった。

コロナ禍による夏休みの短縮等も要因の

一つと推測するが、次年度は例年より早

い時期に募集を開始し応募促進に努め

る。 

Ｂ 


